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令
和
元
年
７
月
に
発
足
し
た
特
別
水
難

救
助
隊
は
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
、
現

在
は
６
名
の
消
防
職
員
と
２
名
の
機
能
別

団
員
が
１
年
を
通
し
て
太
平
洋
や
三
河
湾

で
訓
練
を
行
い
、災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、25
件
の
水
難
事
故
に
出
動
し
、

う
ち
15
件
の
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）

　
今
年
度
も
機
能
別
団
員
と
合
同
訓
練
を

実
施
し
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
水
難
救
助

活
動
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
海

に
囲
ま
れ
た
本
市
で
皆
さ
ん
が
安
心
・
安

全
に
過
ご
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
こ
れ
か

ら
も
訓
練
に
励
み
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
ま

す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
を
感
知
す
る

と
音
や
音
声
で
警
報
を
発
し
て
火
災
を
知

ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
古
く
な
る
と
セ
ン
サ
ー
な
ど

の
性
能
の
劣
化
や
、電
池
の
寿
命
に
よ
り
、

火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た

　

４
月
14
日（
木
）に「
消
防
団
等
地
域
活

動
表
彰
伝
達
式
」を
行
い
、
市
内
の
事
業

所
で
あ
る
愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合
の

代
表
者
へ
消
防
長
か
ら
伝
達
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
消
防
団
活
動
に
深
い
理

解
や
協
力
を
示
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
寄
与
し
て
い
る
事
業
所
に
対
し
て
、
消

防
庁
長
官
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合
は
、
61
名

の
従
業
員
が
田
原
市
消
防
団
に
入
団
し
て

お
り
、
風
水

害
や
火
災
時

の
消
防
団
活

動
へ
の
配
慮

な
ど
、
消
防

行
政
へ
の
貢

献
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し

た
。　

め
、
と
て
も
危
険
な
状
態
と
な
り
ま
す
。

設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換
を
し
、
定

期
的
に
作
動
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
設
置
時
期
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
機

器
に
記
載
さ
れ
て
い
る「
設
置
年
月
」ま
た

は「
製
造
年
」を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
大
切
な
家
族
の
命
を
守
る

た
め
、
左
の
図
を
参
考
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
予
防
課　
☎
23‐４
０
７
４

◦愛知みなみ農業協同組合の鈴木代表理事
組合長（中央左）と大羽総務課長（中央右）

住宅用火災警報器の設置場所（例）

◦要救助者救出訓練の様子

◦水上バイク操船訓練の様子

◦台所、寝室、階段など

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

寿
命
は
10
年
で
す

愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組

合
が「
消
防
団
等
地
域
活
動

表
彰
」を
受
賞

特
別
水
難
救
助
隊
の
紹
介
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